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特別入学試験（秋期入学（社会人入学含む））募集要項 



2025年度 東京薬科大学大学院生命科学研究科 博士後期(博士)課程 

特別入学試験(秋期入学(社会人入学含む))募集要項 

１ 募集人員

大学院生命科学研究科  生命科学専攻  博士後期(博士)課程  若干名 

２ 出願資格 次の(1)～(4)のいずれかに該当する者とする 

(1) 修士の学位を有する者または2025年9月30日までに修士の学位を取得見込みの者

(2) 外国において修士の学位に相当する学位を取得した者

(3) 文部科学大臣の指定した者

(4) 修士の学位を有するものと同等以上の学力があると本学大学院が認めた者
(3)、(4)による出願者は事前資格審査を行うので、詳細については6月25日(水)までに問い合わせること。

出願書類の追加も含め、改めて連絡する。

医療機関、企業及び官公庁等に所属し、入学後も引き続きその身分を有する者で、本学での 

博士学位取得を希望する者は、上記(1)～(4)のいずれかに加え、出願に際し、勤務先の長、 

及び本学の希望所属先主指導者と入学後の研究指導の方法について確認後、出願をすること。 

勤務を続けながら、博士後期課程に入学することが可能である。 

３ 出願期間・場所 

(1) 期間 2025年7月28日(月)～7月29日(火) 9時～17時（ただし、12時～13時は除く）

(2) 場所 本学生命科学事務課 (持参または郵送)

<郵送の場合・・・7月29日(火)必着（簡易書留等必ず記録の残る郵送形態にすること）>

４ 出願書類・検定料 

出願書類等 備 考 

① 入学志願票 本学指定のもの 

② 受験票（脱帽上半身、正面、出願前6ｶ月以内に撮影した写真を枠内に貼付のこと。） 本学指定のもの 

③ 修士課程の単位修得(成績)証明書*または最終学校の単位修得(成績)証明書 本学大学院生命科学 

研究科博士前期課程 

修了(見込)者は不要 
④ 修士修了(学位取得)証明書*または修士修了見込証明書*

⑤ ａ修士の学位を有する者 ―― 修士学位論文、論文要旨 各１部

ｂ修士修了見込の者 ―― 研究経過報告書 (所定のもの)
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⑥入学検定料 35,000円 

 ＊入学検定料の払い込みは、下記の納入期間内に銀行窓口、または 

    本学生活協同組合店舗内サービスカウンターで払い込むこと。 

  出願書類に同封している ①銀行用振込用紙 または ②本学生活協同組合 

  払込用紙を使用し、①の場合は、｢振込金受取書｣のコピーを、②の場合は、 

  払込金副票を出願書類と共に提出すること。 

 

 ＊検定料払い込み期間 

  <本学生活協同組合店舗内サービスカウンター 受付> 

  ・2025年7月7日（月）～7月29日（火）14時 

【検定料払い込み期間の本学生活協同組合営業日】 

   受付時間：[通常] 月～金曜日の10時～16時（土・日・祝日手続不可） 

         

  <銀行窓口・ATM 受付（※生協受付期間と異なります 

                      日程に注意してください）> 

  ・2025年7月14日（月）～7月29日（火）11時 

  ※上記期間外は、絶対に払い込み手続をしないでください。 

   大学にて受付処理ができません。 

 

  <銀行窓口> 

  出願書類に同封している 振込依頼書を使用し、｢振込金領収書｣の 

  コピーを、出願書類と共に提出すること。 

 

  <ATM> 

  ATMにて振込後、「振込明細票」のコピーを出願書類と共に提出すること。 

 

  <生活協同組合> 

  払込金副票を出願書類と共に提出すること。 

 

  <検定料振込先> 

  ・みずほ銀行（0001）、八王子支店（260） 

   学校法人東京薬科大学、ｶﾞｸ)ﾄｳｷｮｳﾔｯｶﾀﾞｲｶﾞｸ 

   普通口座、2845345 

 

 

 生命科学事務課 

 での現金受付は 

 行わない。 

* 郵送で出願する者は、受験票返送先の住所、氏名を明記した縦23.5cm×横12cmの封筒(354円分の

切手を貼付)を同封すること。※レターパックライトでも可 

 

５  試験日程・時間・試験場 
    試験日  2025年8月25日(月)または26日(火) 本学において実施する。 

    ＊ 試験日・発表時間・場所の詳細については願書受理後、本人宛に通知する。 
 
６ 選抜方法 

  入学者の選抜は、修士論文(または相当する)の研究概要についての発表、その内容についての 

  口頭試問および提出書類等により審査する。 

 

７  発表   
合否結果については、2025年9月12日(金)本学研究3号館2階掲示板に掲示するとともに、本人宛郵

送により通知する。 
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８ 学費等納付金 

(1) 納付金は下表の通りである。 

        ＊入学金 ＊施設費(入学年次のみ) 授業料 合 計 

後期納付金   150,000円 100,000円 220,000円 470,000円 

前期納付金    100,000円 220,000円 320,000円 

      (2年次以後の学費については、社会情勢の変動により変更することもある。) 

＊ 本学大学院生命科学研究科博士前期(修士)課程出身者および修了見込者は、入学金と施設費を 

免除する。 

   ＊ 本学大学院薬学研究科修了者および修了見込者、学部出身者は施設費を免除する。 

     

(2) 納付期限等 

    後期納付金は2025年9月12日(金)から9月30日(火)11時までに本学所定の振込用紙(合格通知書 

に同封)を使用し、銀行振込にて一括納入すること。 

       期限までに納入が無かった時は入学資格を失う。 

 

(3) 入学辞退の場合の学費等の返還について 

     入学手続時納付金を納入後、2025年9月24日(水)＜消印有効＞までに本学所定の用紙によって 

入学辞退を申し出た者には入学金以外の納付金を返還する。 

 

９ 受験上および就学上の配慮に関する申請について 

 疾病または身体的障がい等のため、受験上および就学上の特別な配慮を希望する場合は、生命

科学事務課まで電話連絡の上、下記の期限までに申請書類（含診断書）を提出してください。 

なお、必ずしもすべての要望に添えるとは限りません。また期限を過ぎての申請は、やむを得な

い事情によるものを除き、原則として受付できませんのでご了承ください。 

    配慮申請書類提出期限：2025年6月25日(水)17：00まで ※郵送の場合必着 

 

１０ 注意事項 

   (1) 入学日は2025年10月1日である。 

   (2) 志願者は予め志望研究室を訪問し、研究内容等を調べておくこと。 

   (3) 試験の際には、必ず受験票を持参すること。 

   (4) 一度受理した提出書類等は返還しない。 

 

１１  問い合わせ(願書郵送)先 

    〒192-0392  東京都八王子市堀之内1432-1   

       東京薬科大学 生命科学事務課  電話 042-676-8792 
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生命科学研究科の三つの方針 

 

生命科学研究科の基本理念・目標 

 生命科学研究科は、人類と生命を慈しむ心を持ち、生命科学領域における広範囲な専門知識と応用力を持ち、

社会における解決すべき課題に対応し、かつ課題を発見・探求し得る「課題発見・探求能力」を持つ人材の育

成を目的とします。具体的には、生命科学の真理を探求する研究、疾病の原因を理解し治療に応用し得る基盤

的研究、生物学の応用や環境保全研究等を通じて、生命科学領域で中核となる研究者・技術者・起業家等を養

成することを目指します。また、情報を駆使する力、科学の成果を社会に還元する志、および国際社会で活躍

する素養をもった人材を育成します。 

 

生命科学研究科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：博士（生命科学） 

 研究科博士（後期）課程では、生命科学分野における深い学識と高度の研究能力と豊かな人間性と倫理性を持

ち、社会における解決すべき課題に対し、柔軟に対応し解決する「課題発見・探求能力」を持つ大学院学生を育て

ます。 

 

（学位授与判定基準） 

 研究科の基本理念・目標に沿った指導を定める期間に受け、所定の単位を取得し、かつ、所定年限内に行われる

論文審査及び試験に合格した大学院学生には修了を認定し、学位（博士（生命科学））を授与します。学位授与の

基準は下記のとおりです。なお、博士の学位は、本学に博士論文を提出してその審査に合格し、かつ、博士後期課

程を修了した者と同等以上の学力を有する事を確認した者にも授与します。 

 

 1）国際学会等で発表できる程度の十分な英語の能力を持っていること（国際力）。 

 2）当該分野の専門家として十分な専門的知識を持っていること（専門学識）。 

 3）研究倫理を含む高い人間性と倫理性を持っていること（人間性、倫理性）。 

 4）研究における課題を発見し、研究を遂行して協働的に解決できること（課題発見、協働力、解決力）。 

 5）専門的知識を文書および口頭で伝え最先端のレベルで議論できること（発表力、質疑応答力）。 

 

生命科学研究科博士(後期)課程の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

博士（後期）課程では、博士(前期)課程で行った方針をさらに進めて、専門性の高い研究を行い、柔軟かつ

高度な「課題発見・探求能力」を持つ人材を育成します。各学生に二人以上の副指導教員を配置し、コース制

により専門領域の高度な修得を図ります。 

なお、副指導教員は対象学生の所属する教室（研究室）とは別の研究科委員が担当し、各々評価を行います（副指

導教員制度） 

 

生命科学研究科博士（後期）課程の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

生命科学研究科博士（後期）では最先端の研究活動を通じて、専門性の高い研究を行い、柔軟かつ高度な

「課題発見・探求能力」を持つ人材を育成するために、修士(生命科学)の称号あるいはそれと同等と見なすこと

のできる学位を持ち、以下の能力を持つ人材を求めます。 

 

１） 生命科学分野で研究者・技術者・起業家として社会に貢献したいという強い意志を持っている。 

２） 豊かな人間性を養うために積極的な自己研鑽に励むことができる。 

３） 相互理解のための表現力・コミュニケーション能力に優れている。 

４） 基礎学力があり、高い勉学意欲を持っている。 

５） 国際的な視点と倫理性と高い教養を持っている。 

６） 自ら果敢に新たな分野の開拓等に挑戦することができる。 
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＊研究室・研究テーマ

研究室名・教員氏名 研究テーマ

分子神経科学

教  授 山内 淳司

准教授 森本 高子

１）神経細胞とグリア細胞の発生と維持の分子メカニズムに関する研究

２）神経細胞とグリア細胞の変容と再生の分子メカニズムに関する研究

３）神経細胞とグリア細胞の変性疾患の病態解明と治療方法に関する研究

４）ショウジョウバエ微小脳を用いた感覚と行動を引き起こす神経基盤の研究

生物有機化学

教  授 伊藤 久央

有機合成化学を基盤とした新しい物質の創製と方法論の開拓を目指し，以下のよ

うな研究を行っている．

１）生理活性天然物の効率的全合成法の開発

２）医薬品の開発

３）効率的有機合成反応と不斉触媒の開発

生命物理科学

准教授 森河 良太

(総合学修・教育センター) 

コンピュータ・シミュレーションの手法を用いて、以下の研究を行っている。

１）病気や創薬に関連したタンパク質やペプチドの分子動力学シミュレーション

２）バクテリアの運動や生体膜に関係した数理モデル計算

３）生体に役立つソフトマターのシミュレーション

４）機械学習を用いた機能性材料の分子構造設計と仮想ライブラリ構築

創薬化学

准教授 藤川 雄太

有機化学と生化学・分子生物学の方法を使って、生命現象の機構解析や創薬シーズ

の探索を行う。

１）蛍光プローブ開発を基盤としたケミカルバイオロジー・スクリーニング

２）レドックスバイオロジーへ資するレドックス摂動技術の開発

３）植物由来生物活性物質，医薬シーズの探索： 培養細胞等を用いた生物活性物

質のスクリーニングと作用機構の研究

生物情報科学

教  授 小島 正樹 

バイオインフォマティクス、計算科学、データサイエンスの手法を用いて、疾

患や医薬品に関する研究を進めている。

１）解析困難なタンパク質の立体構造解析法の開発と応用

２）in silico 創薬 
３）位相幾何学と機械学習によるタンパク質のトポロジー解析・構造設計

言語科学

教  授 萩原 明子

准教授 佐々木 友美

第二言語習得理論に基づいた言語研究を行っている。研究対象言語は主として

英語であるが、アジアの諸言語についても研究を進めている。

１）科学研究論文に使用される語彙コーパス研究

２）言語景観の研究

３）中間言語語用論

生命分析化学

教  授 梅村 知也

准教授 内田 達也

人々の健康の維持管理、環境問題の解決に貢献することを目指して、以下の研究

を行っている。

１）ナノバイオデバイスの創製と 1 細胞分析（Single cell analysis）技術の開拓

２）網羅的な化学計測法の開発とプロファイリング分析による超早期診断技術の開拓

３）幹細胞・多能性前駆細胞を用いた病態組織モデルの再構築とその分析技術の確立

細胞情報科学

教  授 伊藤 昭博

タンパク質リジン翻訳後修飾の機能解析と病態との関与解明を目指して、以下の研究

を行っている。

１）タンパク質リジンアシル化に関する研究

２）エピゲノムを標的としたがん治療法の開発研究

３）生活・環境由来化学物質によるエピジェネティック制御に関する研究

生物工学

教 授 冨塚 一磨

准教授 横堀 伸一

巨大 DNA を自在に操作できる、ヒト人工染色体（Human Artificial Chromosome: 
HAC）など独自のツールや研究材料を武器に『ゲノム解読』に挑戦し、得られた知見を

新たな技術や治療法の開発に繋げることを目指している。

１）HAC の高性能化と再生医療応用のためのアプリケーション開発

２）バイオ医薬品のタネを効率的に探索するための技術開発

３）生命の初期進化研究並びに宇宙における生命の生存（アストロバイオロジー）
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研究室名・教員氏名 研究テーマ

食品科学

教  授 熊澤 義之

准教授 時下 進一

食品素材の機能や特性を改質する技術、新規な食品や食資源としての生物に関す

る基礎研究を行う。

１）酵素による食品タンパク質の機能改質に関する研究

２）バイオマーカーを活用した生物環境に関する研究

３）植物由来出芽酵母の分離と発酵食品に関する研究

４）甲殻類生物の形の進化を遺伝子の発現制御から探る研究

環境生物学

教  授 新開 泰弘

准教授 梅村 真理子

環境化学物質の曝露などの環境ストレスに対する細胞や動物個体の応答・防御シス

テムの解明に取り組む。

１）超硫黄分子を介した生体の毒性防御の分子機構の解明

２）細胞外システインによるフェーズゼロ反応とその制御システム

２）ストレス応答因子が関与する神経活動の調節機構解明

３）ストレス応答因子が細胞分化や器官形成へ及ぼす影響とその機構解明

環境応用植物学

准教授 佐藤 典裕

シアノバクテリアや微細藻類における環境応答機構について､遺伝子発現調節から

生理現象に至る機構解析とバイオマスの応用研究を行っている。

１）リン等の栄養塩やグルコース、その他環境因子の影響

２）バイオ燃料生産の原料である貯蔵脂質や作物のリン肥料として有望なポリリ

ン酸の蓄積機構の解明  ３）新規培養技術の開発とその利用 など

応用生態学

教  授 野口 航

陸上植物の光合成系や呼吸系、水分生理の多様性、葉の過剰光エネルギーへの防御

応答の機構、野外の植物や薬用植物の光合成特性などについて研究を進めている。 

１）葉の CO2 吸収と H2O 損失のバランスを制御する仕組みの解明

２）光合成系と呼吸系との相互作用の解析

３）落葉樹林の林床草本の光合成系の季節変化と光防御応答の機構 など

生命エネルギー工学

教  授 渡邉 一哉

未知の微生物を探索し、その機能の有効利用法を開発することにより、人類が持

続的に発展していくために必要とされるグリーンイノベーションに貢献するこ

とを目指す。

１）ゲノム科学を駆使した微生物機能の探索・育種

２）微生物燃料電池の開発（企業との共同研究）

感染制御学

教 授 新崎 恒平

准教授 井上 弘樹

感染、遺伝子疾患、がんなどについて、細胞内オルガネラに焦点を当ててそれらの

分子機構の解明を目指している。

１）肺炎原因菌であるレジオネラの細胞内感染機構の研究

２）SARS-CoV-2 のウイルス粒子形成機構の研究

３）オルガネラ接触（小胞体–ミトコンドリア、小胞体–ゴルジ体）に関する研究

４）がん細胞の浸潤における細胞内輸送機構の研究

再生医科学

教授 山口 智之

再生医学の知識や方法論を臨床医学と結びつけ、新しい病気の発見、病態の解明、

治療法の開発などを目標として研究を行っている。

１）ヒト iPS 細胞からの臓器創出技術の開発と疾患治療への応用。

２）精神疾患の発症機構の分子レベルでの解明。

３）ミトコンドリアの異常による病態の分子メカニズムの解明

４）生殖細胞・初期胚の発生機構の解明と不妊治療・動物繁殖技術の開発

ゲノム情報医科学

教  授 細道 一善

准教授 土方 敦司

ゲノム配列や網羅的転写産物などの生体データの統合解析から疾患の発症メカニ

ズムの解明と理解を目指した研究を進めている。 

1) 遺伝要因と環境要因の統合解析によるヒト疾患の理解と予防医学への応用

2) 機械学習によるヒト遺伝子疾患メカニズム予測と治療薬探索
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研究室名・教員氏名 研究テーマ

幹細胞制御学

教 授 平位 秀世 

すべての血液細胞の源となる造血幹細胞が、必要に応じた細胞供給を生涯続ける
ことによって生命を支えている仕組みと、その破綻によって生じる疾病の病態解
明をめざす。また、研究室で同定した新規単球亜集団の造血制御機構や生理学的
意義の解明にも取り組んでいる。 
1) 造血幹細胞による生体恒常性維持機構の解明
2) 造血幹細胞の制御異常による疾患の病態解明と治療法・予防法への展開

3) 新規単球の分化制御機構と生理学的意義の解明

免疫制御学

教  授 田中 正人

食細胞による死細胞処理の分子機構とその生理的意義、特に免疫制御機構の解明

を目指して研究を進めている。

１）死細胞貪食の分子機構とその生理的意義

２）組織の修復と線維化における Ym1 陽性単球の役割

３）好中球細胞外トラップの実行機序

腫瘍医科学

教  授 原田 浩徳

准教授 小林 大貴

骨髄異形成症候群（MDS）などの血液がんの発症機序をミトコンドリアダイナミッ

クス異常から解明を目指している。また、がん悪液質の病態解明と創薬開発を目

指している。

1）RUNX1 遺伝子変異および協調遺伝子変異マウスによる MDS 発症機序の解明

2）がん悪液質の病態解明

3）慢性骨髄単球性白血病（CMML）発症機序の解明

細胞防御医科学

教  授 丸山 剛

上皮細胞などの非免疫細胞による異常細胞に対する認識・攻撃機構の解明を目指
す。また、この解明した機構を基にして治療法やバイオテクノロジーの開発に繋げ
る。さらに、がん未病状態予測法の開発に挑む。 

1) 上皮細胞による MHC-I 認識をトリガーとした排除様式の解明

2) 排除能を促進するペプチドの疾患治療・予防への応用

3) がん未病状態の予測法開発

生命科学実習センター

教 授 玉腰 雅忠

DNA 複製ストレスによるゲノム不安定化を防御する仕組みの解明、および高度好

熱菌内でタンパク質の耐熱化を目指している。

１）DNA 複製ストレスに対する応答機構の解明

２）タンパク質の進化分子工学的安定化

＊ 薬学部兼担研究室

研究室名・教員氏名 研究テーマ

免疫学

兼担教授 安達 禎之

自然免疫応答の分子メカニズム解析に基づく感染症、アレルギー、自己免疫疾患の

診断薬・治療薬創製研究

１）自然免疫系分子の解析に基づく真菌感染診断薬の創製

２）真菌感染症における免疫学的防御反応の分子解析

３）アレルギー発症機構における自然免疫学的解析と治療薬創製研究

４）自己免疫疾患発症機構における自然免疫学的解析

薬品製造学

兼担教授 　松本 隆司

新有機反応の開発とそれを活用した生物活性天然物及び有用新機能化合物の合成 

１）新骨格転位反応の開発

２）生体触媒をもちいる不斉合成反応の開発

３）抗がん抗生物質，植物アルカロイド，天然キサントン類の全合成

４）超強酸性炭素酸触媒の開発と機能探索

５）有機フッ素化合物の新合成法の開発と含フッ素生物活性物質の合成

６）有用な光学特性をもつ新化合物の設計・合成

兼担准教授 矢内　光
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 202５年度 

東京薬科大学 大学院生命科学研究科 生命科学専攻 
博士後期(博士)課程 

特別入学試験(秋期入学(社会人入学含む))志願票 
フリガナ  

受験番号 

※ 

氏   名 
  

性   別 
男 
・ 
女 

生年月日        年     月     日 本籍地 都，道 
府，県 

 
 

現 住 所 
 
合否通知の発送

先になります。 

〒                             都，道 
                               府，県 
 
 
 
 

自宅(下宿)・ 

携帯電話番号 

自宅－                 （              ） 

携帯－                 （              ） 

 
学   歴 

 
 

        年      月                 大学              部            学科 卒業 

 
        年      月                 大学大学院                 研究科 
 
                                    専攻 博士前期(修士)課程入学 
 

        年      月      同上修了  修士（               ）学位授与 

 
職   歴 

 

        年      月 

        年      月 

志   望 
研究室名  

太線の枠内のみ記入すること 
＜社会人の入学＞ 勤務を続けながら博士後期課程入学を希望される方は、下記の枠内も必ず記入し 
                 てください。 
 

勤務先名・所属部署名 

住所・電話番号 

所属長   職名･氏名 

直属上司 職名･氏名 

 



（本人受領） 

202５年度 大学院生命科学研究科 博士後期(博士)課程 

特別入学試験（秋期入学(社会人入学含む)）試験受験票 

試験日当日持参 

受験  ※(大学記入) 
番号

氏

名

試験日・場所

2025 年 8 月 25 日(月) 
 または 8 月 26 日(火) 

東京薬科大学

（大学保存） 

202５年度 大学院生命科学研究科 博士後期(博士)課程 

特別入学試験（秋期入学(社会人入学含む)）試験受験票 

受験  ※(大学記入) 
番号

氏

名

  写 

真 

貼 

付 

欄 

4×３cm 

試験日・場所

2025 年 8 月 25 日(月)  
または 8 月 26 日(火) 

東京薬科大学

願書受付印



②東京薬科大学生活協同組合払込用紙

ﾌﾘｶﾞﾅ・氏名を記入して下さい

ﾌﾘｶﾞﾅ・氏名を記入して下さい ﾌﾘｶﾞﾅ・氏名を記入して下さい

2025年度 大学院生命科学研究科
博士後期(博士)課程 特別入学試験(秋期
入学(社会人入学含む))

払込金受領書

C票

＜期間外取扱不可＞

東京薬科大学生活協同組合

金 額 ￥35,000-

2025年度 大学院生命科学研究科
博士後期(博士)課程 特別入学試験(秋期
入学(社会人入学含む))

（願書と共に提出）

（
受
験
料
を
振
り
込
ん
で
か
ら

、
本
人
切
り
離
し

）

＜期間外取扱不可＞

払込金副票

フリガナ

（本人保存）

氏名

Ａ 票 Ｂ票

ﾌﾘｶﾞﾅ 払込先

2025年度 大学院生命科学研究科
博士後期(博士)課程 特別入学試験(秋期
入学(社会人入学含む))

※受験番号(大学が記載します）

払込金受領書

（生活協同組合保存）

払込期間 2025年7月7日～7月29日

（
生
協
切
り
離
し

）

払込先 東京薬科大学生活協同組合

事項

払込期間 2025年7月7日～7月29日

金 額 ￥35,000-

事項 入学試験検定料 入学試験検定料

氏 名

＜期間外取扱不可＞

氏 名

フリガナ

生協

1
検定料

生協

2
検定料

2
受験料

生協

3
検定料



依頼日

受取人

手数料

氏名（漢字）

氏名（フリガナ）

現  金

当手　枚

他手　枚

学校法人東京薬科大学

TEL：

依頼人

受取人

\35,000金　額
みずほ銀行 八王子支店

普通 口座番号 2845345

依頼日 年   月   日 振込指定年　　 月　 　日

ｶﾞｸ)ﾄｳｷﾖｳﾔﾂｶﾀﾞｲｶﾞｸ

氏名(フリガナ)は必ず打電して
ください。

収 納 印

取扱銀行

・窓口でみずほ銀行本支店から上記口座へ振込む場合のみ手数料が無料です。
・10万円を超える現金振り込みの際は、本人確認書類をご提示ください。
・窓口での14時以降のお振込みは翌営業日扱いとなりますので、ご了承ください。

上記の金額を正に領収しました。

取扱銀行

収 納 印

(本人保管)

本人が切り離してください

振 込 金 領 収 書

\35,000金　額

学）東京薬科大学

東京都八王子市
   堀之内1432-1

(取扱店保管)

氏名（フリガナ）



提出書類⑤ｂ

研究経過報告書 

○今後提出予定の修士学位論文についての内容を、簡潔にまとめて、下記に記載してください。

志望

研究室名
氏  名

論文題目名

内  容
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